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ＪＲ東海労新幹線地本 

新横浜駅営業２科の社員への防寒コートは、お客様対

応のためホームに出場するにも関わらず個人貸与では

なく、共用として１着のみの貸与しかありませんでし

た。また、使用する時は、帳簿に使用日と使用理由を記

載することになっており、更に、「使用頻度が少ない場合

は、コートを撤去する」とまで書かれていました。 

しかも、同じ新横浜駅に勤務する社員は個人貸与となっているに

も関わらず、営業２科の社員だけ防寒コートは共用の１着しか無か

ったのです。 

新幹線地本は、新横浜駅営業２科に所属する全社員の安全と健康

を守るために、全員に防寒コートを個人貸与するよう要求しました。

これは、全ての社員が人間らしく働くための、労働者として当たり

前の要求です。 

その結果、個人貸与とはなりませんでしたが、共用コートが１着

から５着に増備となりました。また、使用する時の帳簿も撤去され

ました。 

防寒コートは個人貸与せよ！ 
防寒コートは制服の一部です。今回、共用コートの増備を勝ち取

りましたが、コロナ禍である昨今の事情を鑑みれば、健康面にも影

響する恐れのある共用ではなく個人貸与とすべきです。 

ＪＲ東海労は、新横浜駅営業２科の防寒コート個人貸与の実現に

向けて、今後も闘っていきます。 

 


